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田植え前後の栽培管理

営農支援情報

もみ枯細菌病は、発生条件が異なる苗立枯病とともに育苗期間中の温度管理が重要※になります。育

苗ハウスの開閉により適切な温度を保ちましょう。また、無加温出芽の場合、もみ枯細菌病の発生を助

長しないよう出芽状況を確認し、被覆期間を過剰に長くしたり、出芽後の再被覆を行わないようにしま

しょう。

１．もみ枯細菌病・苗立枯病について

※種子消毒や土壌消毒を行っていることが前提

種 子 消 毒

育 苗 期 防 除
どちらか選択！

or

本田葉いもち防除（育苗箱施用剤、側条施用剤、水面施用）

□倍率・使用量：500倍・500mL
（箱当たり） 1,000倍・1,000mL

□使用方法：灌注

□使用時期：播種時～播種7日後頃

①ベンレート水和剤
□倍率・使用量：500倍・500mL
（箱当たり）

□使用方法：灌注

□使用時期：緑化始期
（べた張り除去後すぐ）

②ビームゾル

いもち病は“圃場に持ち込ま

ない”ことが重要です。種子予

措から葉いもち防除をしっかり

行い、本田での発生を予防しま

しょう。

稲わらや籾殻にはいもち病菌

が付着している場合があります。

育苗ハウス内に野菜の苗等を置

いている場合も、保温のための

稲わら敷きや籾殻使用は避けて

２．いもち病対策について

余り苗はいもち病の発生要因となり、周辺圃場への伝

染源となるため、畦などに放置せず、土中に埋めるな

どして速やかに処分しましょう！

３．初期分げつの確保について

➀栽植密度は７０株／坪とし、深植えをしない

・第３～６葉までの低次・低節分げつを確保し、有効茎歩合を高める

・活着促進のため、植付深度は３ｃｍ以下にする。

➁最新の気温予報を活用し、水管理を工夫する

・秋田地方気象台では、「２週間気温予報」を発表しており、常に最新の気温予報を

確認することができます。※気象庁ＨＰの

「２週間気温予報」ページを参照ください。
２週間気温予報（気象庁ＨＰ）

https://www.data.jma.go.jp/cpd/twoweek/

４．田植え後から活着までの水管理について

ください。ハウス内の通風をよくし、過湿にならないように、かん水は午前中に行うようにしましょう。



田植え後に高温が

続くなど、土壌の

異常還元が起きや

すい場合は、飽水

管理がオススメで

す。田面の高いと

ころがしっかり湛

水する程度まで

入水→自然落水で

足跡や溝に水が

残っている状態で

再入水を繰り返し、

土壌を湿潤状態に

保つ水管理を行い

ます。

これにより土壌を

酸化状態に保ち、

異常還元を回避す

ることができます。
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５．除草剤の選択・散布について

現在では田植えと同時期から使用でき、残効が長く、幅広い草種に効果がある初中期一発剤が広く使

われていますが、除草剤を上手に使うには、発生する草種・量に合わせて剤を選択することも大切です。

例えば、ノビエなどの種から発生する一年生雑草の場合、発生時期が早いため、初中期一発剤や初期

剤＋初中期一発剤の組合せで、初期の防除に重点を置くと良いでしょう。

一方、オモダカやクログワイなどの塊茎から発生する多年生雑草は、発生期間が長いため、初中期一

発剤だけでは防除が難しく、初期剤や中後期剤との組合せが必要になります。

また、ホタルイに特に効果が高い！など除草剤の成分によって得意な草種も異なります。

どの剤を選択したら良いかわからない時は、最寄りのＪＡや指導機関へ相談に行きましょう！

４．田植え後から活着までの水管理について

５月中旬
田植え 活着

深水管理
4cm程度

５月下旬～６月中旬
分げつ期

６月下旬
有効茎決定期

浅水管理 深水管理
15cm

★水温が気温より３～４℃
高い

→できるだけ湛水状態を
保ち、保温効果を高める

※長期間深水にすると、地温が
上がらず、生育が悪くなるの
で代かきを丁寧に行い、苗が
水没しないように！

★水温と地温を高め、日気温
較差を大きくし、分げつの
発生を促進

→かん水時間は水温の低い
早朝に短時間で！

※低水温の地帯：温水田、迂回
水路、ポリチューブ等で積極
的に水温上昇に努める

★弱勢茎の発生を抑制
※あきたこまちで第６節
１次分げつ（主稈葉
齢：8.1～9.0葉期）が
発生したら

※水深15cmが保てない
圃場は中干しを開始

通常４～５日

温暖な日：浅水
寒い日：深水

【散布時のポイント】

・代かきを丁寧に行い、圃場の均平に努める

・散布時は深めの湛水（浅いところでも3cm以上で、

散布後３日間は湛水状態を保つ

・河川の水質保全等を考慮し田植え前に初期剤を使用しない

・除草剤散布後は７日間止水しかけ流しや落水は行わない

・前年残草した雑草の種類に応じた除草剤の選択を！

・省力製剤（ジャンボ、フロアブル、豆つぶ等）や、

ドローンでの散布などもうまく活用して省力的に！

・表層剥離やアオミドロは、除草剤の拡散を妨げる

田植えは

稚苗１３℃

中苗１３℃以上

できれば

日中の最高気温

20℃以上の

日に行います。

【植え付け本数】

稚苗：4～5本

中苗：3～4本

【植え付け深度】

稚苗：2cm

中苗：2.5cm

代かき
▼

田植え
▼ ▼

ノビエの
殺草限界葉齢

代かき
10日後

▼

３～５日以内！

（一発剤のみの防除）

散布適期の限界

単剤処理

体系処理
初期剤

田植同時or直後
初中期一発剤

初期剤散布後10～14日

初中期一発剤
代かき後10日以内！

※雑草の生育をよく観察し、
限界葉齢－0.5葉（ノビエ
3.0葉期までであればノビエ
2.5葉期）を目安に早めの
散布を！


